




要約:小児の補装具に関する問題点を明らかにする目的で、文献検索およびアンケート調

査を実施した。文献検索の結果、これまで小児の補装具について体系的に問題点を分析し

た報告は見受けられず、本研究の意義が明らかとなった。また 44 例の補装具使用者とそ

の主介護者に対するアンケート調査の結果、1)補装具認可プロセスの全面的な見直し(効

率化、期間の短縮)、2)支給対象の拡大(おもちゃ、発達促進具、補装具の上に履く靴など)、

3)補装具そのものの改良、研究開発の推進(外観の改善、軽量化、装着の容易化、耐久性

の向上、調節可能性の工夫など)、4)医療側、患者・家族側、教育側のコミュニケーショ

ンの確立の必要性が明らかとなった。今後、今回の結論を普遍化し、具体的な問題解決の

方向性を探るために全国規模の調査が必要と思われた。


